
私たちが未来を変える～安心社会に向けて～

連合佐賀「第16回定期大会」の概要

連合佐賀「第16回定期大会」開催
　連合佐賀は10月19日（土）、第16回定期大会を佐賀市内ホテルにおい
て大会構成員146名参加のもと開催した。
　今次大会は2年に1度の定期大会であり2020～2021年度運動方針など
5つの議案全てについて審議の結果、可決承認された。また、役員改選の
大会でもあり、井手会長体制において2020年度の活動がスタートした。

　大会にあたり執行部を代表して挨拶を行った井手会長は、「8月の佐賀豪雨災害に
おいて、各構成組織や地協、九州ブロックの県連合の協力を頂き、連合佐賀として被
災地の早期復旧に期すため、災害復旧応援ボランティア活動に取り組んできた。この
活動に関係された皆様全員に、感謝と敬意を表したい。次に、今後の日本社会の状況
と働き方について、すべての働く者の立場から未来を考え、集団的労使関係を含む
セーフティネットの強化や持続可能な社会保障の実現に向けた議論を深める必要性
がある。また、選挙活動と政治については、さらなる組織強化に傾注した取り組みを

展開していく必要があり、投票率の低下についてもハード・ソフトの両面からの対策は急務であり、学校における選
挙に対する教育の強化や電子投票の導入、共通投票所の拡大など投票環境の整備を進めて行く必要がある。最後
に、連合佐賀も来年2月で30周年を迎える。今、日本は急速に進む超少子高齢化社会を迎え、経済・金融はグロー
バル化が進行し、産業はまた急速に技術革新が進んでいる。私たちはこの時代の流れに身を任せつつも、働くこと
を軸とする安心社会を、守り・つなぎ・創り出すために、『私た
ちが未来を変える』この意気で、これからの運動を創ってい
かなければならない」との考えを述べた。
　役員改選では、4名の方々が今大会をもって退任となり、そ
の功績とご尽力をたたえ表彰を行った。
　議案のほか、大会スローガンおよび大会宣言が採択され、
大会の締めくくりにあたり石橋会長代行の団結ガンバローに
て閉会した。

【経過報告】
○2019年度　一般活動経過報告・決算報告・会計監査報告
【議　　案】
○第１号議案　2020～2021年度運動方針に関する件
○第２号議案　2019年度剰余金処分および2020年度一般会計予算に関する件
○第３号議案　規約・規則の改正に関する件
○第4号議案　役員選出に関する件
○第5号議案　表彰に関する件

議長団
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　【退任役員】 第5号議案での表彰者

2020～2021年度　連合佐賀役員2020～2021年度　連合佐賀役員
同じ役職内は五十音順（青年・女性除く）

田中　大介さま
（前副会長・自動車総連）

久保田　耕二さま
（前執行委員・ＪＲ連合）

大坪　　樹さま
（前会計監査・全電線）

永渕　秀和さま
（前会計監査・国公連合）

会　長

井手　雅彦
情報労連

会長代行

石橋　正純
自治労

副 会 長

草場　健次
電力総連

副 会 長

二十歩　浩一
ＪＰ労組

副 会 長

俣野　勝敏
ＵＡゼンセン

副 会 長

森田　末喜
交通労連

副 会 長

矢ヶ部　教馬
電機連合

副 会 長

吉冨　和秀
基幹労連

事務局長

草場　義樹
電力総連

副事務局長

高祖　和彦
電機連合

副事務局長

原　　憲一
自治労

執行委員

大古場　希
自治労

執行委員

小川　龍二
運輸労連

執行委員

岸田　　剛
国公連合

執行委員

嶋田　篤史
自動車総連

執行委員

上瀧　喜雅
全労金

執行委員

副島　賢治
全水道

執行委員

武野　智宏
フード連合

執行委員

橋本　京介
全電線

執行委員

花田　祐希
ＪＲ連合

執行委員

東島　美香
ＵＡゼンセン

執行委員

松尾　和寿
情報労連

執行委員

山口　幸一
セラミックス連合

執行委員

白谷　樹也
青年委員会

執行委員

田中　朋美
女性委員会

執行委員

田中　絢菜
女性委員会

会計監査

穴見　真一
ＪＡＭ

会計監査

小林　　登
労済労連

会計監査

上瀧　雄也
紙パ連合
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中小民間労組交流集会

　9月14日（土）、連合佐賀非正規・中小民間労組共闘センターは、佐賀
市立図書館にて春季生活闘争の取り組みや結果について意見交換を行
うとともに課題を設定し学習会を行った。
　集会冒頭、主催者を代表して非正規・中小民間共闘センター 森田委員
長が佐賀県における春闘をめぐる情勢や雇用情勢などの挨拶を行った。
　その後、連合佐賀顧問弁護士の甲木弁護士より「働き方改革の問題

点」として、①残業時間の上限規制、②勤務間イ
ンターバル制度、③有給休暇の取得の義務化、
④同一労働同一賃金制度（均等待遇義務付
け）、⑤高度プロフェッショナル制度（労基法41条の２）の5項目について説明いただき、特
に高度プロフェッショナル制度については、『年収1075万円以上の労働者が対象となって
いるが、これは見込みであり、実は年収357万円くらいの労働者でも適用できる。残業代も
なく休憩時間の義務付けもない、また深夜労働や休日出勤に対する割増賃金も適用され

ない分、より条件は劣悪になるということだ』と話された。参加者から
は活発な質問があった。
　引き続いて、地域ミニマム運動の取り組みについて、高祖副事務局
長より「2019連合地域ミニマム運動」の集計結果と「2020連合地域ミ
ニマム運動」についての目的についての説明と協力を依頼し、2019中
小民間労組交流集会を終了した。

連合佐賀青年委員会2019「ユース21」青年･女性交流集会

　連合佐賀青年委員会では、「連合佐賀に集う組合経験の
浅い青年･女性を対象にし、組合活動へ興味を持ってもらう
こと」を目的として、9月15日、16日に「ユース21」を開催し
た。
　1日目は、まず初めに大刀洗平和記念館で戦争の悲惨さ
について学び、戦争の遺品など展示物の見学を行った。グ
リーンピア八女到着後、古庄実行委員長より開会の挨拶を
行い、労働組合と政治活動について高祖副事務局長の講話
があった。

　夕食交流会ではバーベキュー等を行い、交流を深めた。
　2日目は、朝食後、小笠原組織局長より地協の青年活動の課題についての話があった。その後、牛島製茶工場見
学へ向かい、工場稼働日ではなかったものの、製造工程などの説明をしていただいた。帰りのバスの中で書いても
らったアンケートには、よかったという意見が多
くあった。
　青年委員会では毎年ユース21実行委員会を
立ち上げ、企画立案を行っており、参加者を多数
募ることが今後の課題である。

甲木顧問弁護士
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　連合佐賀女性委員会は、9月21日（土）女性集会を開催し、働く女性の職場訪問と政治学習を行った。
１．開会および主催者代表挨拶
　田中絢菜事務局長の司会により開会、主催者を代
表し田中朋美委員長より「産別・単組間の枠を超えた
女性組合員相互の交流と、連合女性活動の充実・活
性化に向けた課題を共有し、今後の連合佐賀女性委
員会の活動に活かすこと」との開催目的を述べた上で
「参加者全員でしっかり交流と学習、そして一緒に体
験し、『明日からもまた頑張ろう』と思えるような集会にしたい」と挨拶した。

２．働く女性の職場訪問「博多の食と文化の博物館 ハクハク」
　ワーク･ライフ･バランス優良企業として、女性が多く働
いている事業所（従業員635人うち女性467人）である
㈱ ふくや を訪問した。ランチミーティングで参加者間の
交流・情報交換を行った後、辛子明太子の製造工程を
見学。参加者が楽しみにしていた「ｍｙ明太子作り体
験」、それぞれ好みの辛さを調整、ゴマやブラックペッ
パーのトッピングなど、オリジナルｍｙ辛子明太子作りを楽しんだ。
　最後に支援部人事課の山中崇彦課長より「㈱ ふくや におけるワーク･ライフ･バランスの取組」として講演をいただ
いた。特徴的な取組は、①従業員や配偶者の妊娠がわかった時点で人事担当者が夫婦を対象とした面談を実施、
両立支援制度の説明。男性も育児参加の重要性を認識することで、女性は働きやすくなる。また、男性も育児休業を
取得する意識が高まった（平成26年度に初めて男性社員が育児休業を取得）。②それぞれの子育ての状況に応じて
働けるよう「6種類の勤務形態（フル勤務・短時間・残業・土日祝日勤務が出来るかなど）」から働き方を選べる制度
の導入。③男女を問わず従業員が勤務時間内に授業参観等への参加を認める制度を整備などの説明を受けた。

３．「トヨタ紡織九州㈱ 工場見学」
　女性が個性と能力を十分に発揮できる社会の実現に向
けて、行動計画を策定し推進されている「トヨタ紡織九州
㈱」を訪問した。まず、トヨタ紡織労組山崎委員長より会
社概要等の紹介を含めた挨拶を受け、坂井部長（女性）
より女性活躍の取組として、①2025年度までに正社員採
用時の女性比率を20％以上とする。②現業部門で女性比
率が少ない部署へは積極的な配置を行う。③入社教育の
際に男性社員へ育児休暇制度の理解活動を行う。などの取組を説明いただいた。
　工場は休業日だったが、逆に隅々まで工場内を見学することができた。

４．政治学習会
　バス車中では、連合議員懇の佐賀市富永明美議員に議会のいろはとして、「地方自治のしくみ」「市の仕事と市
議会のかかわり」について特別報告を受け、『日本国憲法を私たちのものとしよう』を合言葉に、みんなで読み合わ
せを行った。

2019女性集会（働く女性の職場訪問・政治学習）
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「2020年度 予算編成に向けた重点政策・制度要求事項」
に対する対県部局長交渉

　連合佐賀は、10月21（月）佐賀県庁にて、2020年度予算編成に向けた重点政策・制度要求事項に対する対県部
局長交渉を行った。なお、連合佐賀は7月17日、県に対して「2020年度 佐賀県に対する政策・制度要求書（13分野
24項目87事項）」として山口知事に提出、うち12分野20項目25事項を重点事項として絞り込み、そのすべてに対す
る回答を得ていた。今回の「対県部局長交渉」は、その回答を基にさらに絞り込みを行い、県予算への組み込みを
求めるものであり、8分野13項目17事項について交渉を行った。
　交渉冒頭、井手会長は「佐賀豪雨災害における県の対応に感謝する。連合佐賀もボランティア活動に取り組ん
だ。佐賀県は国策がらみの悩ましい課題が多いが、県民の声に耳を傾けた県政運営を求める。本日は1日をかけ有
意義な交渉となるようお願い申し上げる。」と挨拶し、県行政への反映ならびに国への意見上申などでの政策実現
を要請した。
　交渉では、「働き方改革」実現政策（産業労働部）、県独自の学習状況調査の見直し（教育庁）、新規雇用創
出、公契約条例制定の進展（政策部）、外国人観光振興・防災対策、地域公共交通政策（地域交流部）、消費増
税広報、公務職場における障がい者雇用、適切な会計年度職員制度の導入（総務部）、災害時避難と医療・介護
の充実、水道施設の長寿命化（健康福祉部）、子ども・子育て支援、ワーク･ライフ･バランスの実現（男女参画・こど
も局）などを訴え、2020年度の重要政策として前向きに進めることを、県に対し強く要求した。
　また、教育庁へ「学校の働き方改革」に関する要請、健康福祉部へ「持続可能な水道」の実現に向けた要請、産
業労働部へ「2020年度 県予算編成に向けた措置状況報告」要請の3要請書をそれぞれ手交し終了した。

井手会長をはじめとする交渉団

副教育長へ要請書手交 働く女性として要求

産業労働部／澤田部長挨拶
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　連合佐賀では、10月19日に第16回定期大会を開催し、今後2年間の運動方針を確認した。また連合佐賀
は2020年2月に結成30周年を迎える年であり、記念行事、記念式典を準備中である。この節目に、ますま
すの連合佐賀発展に向けて、ご協力、ご支援をお願いしたい。（K）

佐賀災害支援プラットフォーム（SPF）への義援金寄付について
　連合佐賀は、10月25日（金）、佐賀災害支援プラットフォームへ８月の豪雨災害義援金の寄付を行った。以下
10月26日佐賀新聞朝刊で掲載された内容。
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